
��������� ������編集・発行／日本共産党京都府会議員団
〒602-8570 京都市上京区下立売通新町西入 京都府議会内� 075(414)5566 � 075(431)2916
e-mail giindan@jcp-kyotofukai.gr.jp

発行責任者／桝井 義行

日本共産党京都府会議員団 ����������������������

松尾 孝 議員団長
農林商工常任委員
少子高齢社会･青少年対策特別委員

新井 進 議員団幹事長
議会運営委員会理事
総務常任委員
産業雇用活性化特別委員

梅木 紀秀 議員団副団長
議会運営委員
建設常任委員
京都再生･ブランド戦略特別委員

前窪義由紀 議員団副幹事長
議会運営委員
警察常任委員
環境･防災対策特別委員

島田 敬子 文教常任委員
総合交通対策特別委員

加味根史朗 総務常任委員
少子高齢社会･青少年対策特別委員

光永 敦彦 厚生労働常任委員
地方行政改革特別委員会副委員長

本庄 孝夫 文教常任委員
地方行政改革特別委員

原田 完 農林商工常任委員
京都再生･ブランド戦略特別委員

久守 一敏 建設常任委員
総合交通対策特別委員

山内 佳子 警察常任委員
環境･防災対策特別委員

西脇 郁子 厚生労働常任委員
産業雇用活性化特別委員 自衛隊はイラクから撤退せよ

鳥インフルエンザ問題で､丹波町でただちに懇談会

鶏肉小売店にて実状・要望を聞く

イラク戦争開始から１年のピースウオーク



自
民
・
公
明
の
小
泉
内
閣
は
、
憲
法
違

反
の
イ
ラ
ク
へ
の
自
衛
隊
派
兵
強
行
ば
か

り
で
な
く
、
さ
ら
に
憲
法
改
悪
を
す
す
め
、

民
主
党
も
こ
れ
と
競
い
合
っ
て
い
ま
す
。

新
井
府
議
は
、｢

自
衛
隊
派
遣
は
、
あ

く
ま
で
も
人
道
復
興
支
援｣

な
ど
と
居
直

る
知
事
に
対
し
、｢

自
衛
隊
の
派
兵
こ
そ

人
道
復
興
へ
の
障
害｣

｢

憲
法
九
条
こ
そ

平
和
の
宝
で
あ
り
、
先
駆
的
な
も
の｣

と

強
調
。｢
い
ま
こ
そ
、
平
和
を
願

う
す
べ
て
の
国
民
が
力
を
あ
わ
せ

よ
う｣

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

保
険
料
の
負
担
増
、
給
付
削
減
で
、
府

民
に

｢

痛
み｣

を
押
し
付
け
る
年
金
改
悪
。

新
井
府
議
は
、｢

持
続
可
能
な
制
度｣

を
強
調
す
る
知
事
に
対
し
、｢

制
度
が
持

続
し
て
も
、
国
民
生
活
が
持
続
不
可
能
で

は
、
本
末
転
倒｣

と
厳
し
く
批
判
。

①
国
庫
負
担
の
二
分
の
一
へ
の
引
き
上

げ
、
②
リ
ス
ト
ラ
、
中
小
企
業
つ
ぶ
し
を

や
め
、
年
金
の
担
い
手
を
増
や
す
、
③
一

七
〇
兆
円
も
の
積
立
金
の
活
用
な
ど
で
、

｢
増
税
に
よ
ら
な
い
制
度
の
維
持
は
可
能｣

と
提
案
し
ま
し
た
。

全
国
に
先
駆
け
て
京
都
か
ら
実
施
さ
れ

た

｢

中
小
企
業
あ
ん
し
ん
借
換
融
資｣

。

京
都
府
内
で
は
、
一
年
間
で
一
万
一
二
二

五
件
、
二
一
五
六
億
円
の
利
用
が
あ
り
、

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

新
井
府
議
は
、
わ
が
党
の
要
求
が
実
っ

て
融
資
制
度
が
改
善
さ
れ
、
新
し
い
無
担

保
・
無
保
証
人
制
度
と
し
て
マ
ル
小
融
資

が
拡
大
さ
れ
、
納
税
要
件
が
撤
廃
さ
れ
た

こ
と
を
評
価
。
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
融
資

が
金
融
機
関
で
の
窓
口
受
付
に
な
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、｢

不
況
業
種
で
あ
る
こ
と

�������������� �
イ
ラ
ク
派
兵･

憲
法
改
悪

年
金
改
悪･

消
費
税
増
税

中
小
企
業
へ
の
金
融
支
援

自
衛
隊
派
兵
中
止
、年
金
改
悪
ス
ト
ッ
プ
を

市
町
村
合
併
の
強
要
、地
方
の
切
り
捨
て
許
さ
ず
、

｢
府
民
が
主
役｣

の
自
治
体
ら
し
い
自
治
体
を

新井 進 議員

(北 区)

【
答
弁
】

今
回
の
活
動
は
、
国

連
安
保
理
決
議
を
踏
ま

え
た
イ
ラ
ク
特
措
法
に

も
と
づ
き
行
わ
れ
る
も

の
で
、
あ
く
ま
で
人
道

復
興
支
援
活
動
で
あ
る

べ
き
。

(

知
事)

二
月
定
例
府
議
会
・
代
表
質
問
で
、
新
井
府
議
は
、
イ
ラ
ク
へ
の
自
衛
隊
派
兵
、
年
金
制
度
改
悪
、
国
保
の

負
担
軽
減
、
国
の
地
方
財
政
切
り
捨
て
、
市
町
村
合
併
、
学
研
都
市
開
発
、
中
小
企
業
支
援
、
京
都
交
通
・
生

活
交
通
対
策
、
子
ど
も
の
教
育
、
山
城
養
鶏
問
題
な
ど
で
、
知
事
の
姿
勢
と
対
応
を
た
だ
し
ま
し
た
。 �����【

答
弁
】

今
後
も
負
担
と
給
付
の
バ
ラ

ン
ス
が
取
れ
、
将
来
に
わ
た
り

安
定
し
た
制
度
が
構
築
で
き
る

よ
う
国
に
対
し
要
望
す
る
。

(

知
事)



を
理
由
に
、
中
小
零
細
企
業
へ
の
貸
し
渋

り
等
が
起
こ
ら
な
い
よ
う｣

求
め
ま
し
た
。

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
、
新
井
府
議
は
、

多
く
の
市
町
村
関
係
者
が

｢

府
の
圧
力
は

本
当
に
ひ
ど
い｣

と
批
判
の
声
を
あ
げ
て

い
る
こ
と
を
示
し
、｢

知
事
は
、
国
の
交

付
税
削
減
な
ど
財
政
締
め
付
け
を
テ
コ
に
、

合
併
を
強
要
し
て
き
た｣
と
批
判
。

京
都
府
が
つ
く
っ
た

｢
市
町
村
行
政
改

革
支
援
委
員
会｣

は
、｢

市
町
村
合
併
の

円
滑
な
推
進
を
め
ざ
す｣

も
の
と
さ
れ
て

お
り
、｢

有
識
者
の
意
見｣

な
る
も
の
を

後
ろ
盾
に
、
市
町
村
合
併
を
何
が
何
で
も

推
し
進
め
よ
う
と
す
る
も
の
と
、
委
員
会

の
廃
止
を
求
め
ま
し
た
。

山
城
養
鶏
が

｢

半
年
前
の
卵｣

を
出
荷

し
た
問
題
で
、
新
井
府
議
は
、
京
都
府
が

当
初
、
業
者
を�処
分�
を
し
な
か
っ
た

こ
と
は
、
食
品
安
全
衛
生
法
に
も
反
す
る

こ
と
と
厳
し
く
指
摘
。�手
ぬ
る
い�
と

批
判
を
受
け
る
事
態
に
な
っ
た
の
は
、
府

の
養
鶏
農
家
へ
の
補
助
金
の
う
ち
約
五
割

を
山
城
養
鶏
に
出
し
て
い
る
か
ら
と
の
事

実
を
示
し
、｢

特
別
扱
い
で
は
な
い
か｣

と
責
任
を
追
及
し
ま
し
た
。
知
事
は
、

｢

補
助
金
は
適
正
に
出
し
て
い
る｣

と
、

言
い
逃
れ
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
ら
に
、
製
造
業
者
任
せ
の

｢

賞
味
期

限｣

に
も
問
題
が
あ
り
、
消
費
者
が
安
心

し
て
購
入
で
き
る
よ
う
、｢

製
造
日｣

表

示
に
改
め
る
よ
う
国
に
求
め
る
べ
き
だ
と

要
求
し
ま
し
た
。

国
保
料
の
相
次
ぐ
値
上
げ
で
、
保
険
料

が
払
え
な
く
て
保
険
証
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

医
療
が
う
け
ら
れ
な
い
家
庭
が
増
え
て
い

ま
す
。

新
井
府
議
は
、
国
保
加
入
者
の
六
割
近

く
が
無
職
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
国
の
負

担
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
値
上
げ
に
拍
車
を

か
け
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
国
に
国
庫
負

担
を
元
に
戻
す
よ
う
求
め
る
べ
き
だ
と
要

求
し
ま
し
た
。

ま
た
、
自
己
負
担
の
減
免
制
度
を
す
べ

て
の
市
町
村
で
実
施
す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。

���������������
市
町
村
合
併･

市
町
村
支
援
委
員
会

山
城
養
鶏
問
題

国
保｢

一
部
負
担
金｣

減
免

衝撃を与えた鳥インフルエンザ問題― ｢食鶏会社から

売れゆきが悪いといわれ､ 出荷日程が決まらない｡ 餌代

も大変｣ (福知山市の養鶏農家)､ ｢売り上げが８割も減

り､ 資金繰りが大変｡ 風評被害の防止を｣ (山科区の鶏

肉小売店) など､ 業者の皆さんの声を届け､ 防疫と再発

防止､ 損失補てんや経営支援などを求めました｡

文教常任委員会では､ １月末実施の中高一貫校・洛北

高附属中入試の問題で､ ｢学力検査はしない入試なのに､

難関私立中並のテスト｡

これではペテンだ｣ (塾

関係者)､ ｢試験前の一週

間を受験勉強で休む子や

不合格のショックで休む

子も｣ (市内小学校) な

ど､ 受験競争の過熱と低

年齢化の実態を指摘し､

改善と是正を求めました｡

����������������������
本庄 孝夫 (山科区)

山科区の鶏肉小売店を訪問

知事の答弁は ｢やっ

ぱり国追随｣ ｢官僚

答弁｣ との思いがします｡

イラク問題で､ ｢戦闘のおそれがある地

域に派遣すべきではない｣ と９月議会で答

弁したにもかかわらず､ ｢先遣隊が (戦闘

がおこなわれていないことを) 確認してい

る｡ 戦闘が起これば撤退すればよい｣ と､

｢おそれがある地域へは派遣しない｣ とい

う自分自身の答弁を棚に上げての取り繕い

の答弁｡

市町村合併でも ｢市町村の要望にもとづ

いて助言をおこなっている｣ との答弁に､

｢要望もないのに､ 合併を強要する動きを

しているではないか｣ と具体的に指摘する

と､ ｢合併協の委員としての発言だ｣ と居

直りの答弁｡

結局､ 事実にもとづく批判に真摯に耳を

傾けるのではなく､ ｢国の言うこと､ 府の

言うことに従え｣ といわんばかりの態度で

す｡ これでは ｢改革派｣ どころか､ 国の官

僚と同じです｡ 〈新井〉

質問を終えて

【
答
弁
】

減
免
制
度
の
基
準
を
定
め
る

よ
う
市
町
村
に
助
言
し
て
い
る
。

(

知
事)



光
永
府
議
は
、
臨
床
研
修
の
必
修
化
に

伴
う
医
師
不
足
で
、
特
に
危
機
的
状
況
に

あ
る
府
北
部
で
の
対
策
強
化
を
提
案
。

保
健
福
祉
部
長
は
、｢

府
立
医
科
大
学

と
十
分
に
連
携
し
て
医
師
派
遣
に
最
善
を

尽
く
し
た
い｣

と
答
え
ま
し
た
。

ま
た
、
府
立
大
学
の
学
費
値
上
げ
凍
結

や
学
生
の
生
活
実
態
調
査
、
実
態
に
応
じ

た
授
業
料
減
免
の
適
用
を
求
め
た
こ
と
に

対
し
て
は
、
総
務
部
長
が
、
生
活
実
態
の

把
握
に
つ
い
て
、｢

全
数
調
査
は
し
な
い

が
、
授
業
料
減
免
の
件
数
な
ど
も
増
え
て

い
る
の
で
、
学
生
の
窓
口
を
通
じ
て
、
お

話
を
聞
く
よ
う
な
形
に
し
て
い
き
た
い｣

と
述
べ
ま
し
た
。

府
が
同
意
し
、
京
都
市
が
開
発
を
許
可

し
た
銀
閣
寺
の
バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
に
あ
る

半
鐘
山
の
開
発
に
つ
い
て
、｢

知
事
は
現

場
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
か｣

と
質
問
。

知
事
で
は
な
く
土
木
建
築
部
長
が

｢

知
事

は
現
地
を
承
知
し
て
い
る｣

な
ど
と
答
弁
。

京
都
地
裁
の
工
事
続
行
禁
止
の
仮
処
分

決
定
を
受
け
、
法
に
よ
る
保
全
指
定
を
、

権
限
を
持
つ
京
都
市
と
協
議
し
た
か
否
か

に
つ
い
て
、
同
部
長
は
、｢

京
都
市
の
意

向
を
尊
重
す
る｣

と
答
弁
し
、
歴
史
的
遺

産
の
保
護
を
京
都
市
に
丸
投
げ
す
る
無
責

任
な
姿
勢
を
あ
ら
わ
に
し
ま
し
た
。

学
校
の
安
全
対
策
で

要
員
配
置
や
財
政
支
援
を
要
求

前
窪
府
議
は
、
昨
年
末
の
宇
治
小
学
校

で
の
児
童
傷
害
事
件
に
か
か
わ
っ
て
、
学

校
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
質
問
。｢

地
域

に
開
か
れ
た
風
通
し
の
良
い
学
校
づ
く
り

を
基
本
に
す
え
る
事
が
重
要｣

と
指
摘
し
、

安
全
確
保
の
た
め
の
要
員
配
置
や
市
町
村

へ
の
財
政
支
援
、
教
室
と
職
員
室
を
結
ぶ

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の
設
置
、
教
職
員
の
配
置

基
準
の
見
直
し
な
ど
を
要
求
。
ま
た
、
府

が
宇
治
小
に
行
っ
た
緊
急
対
策
の
継
続
を

求
め
ま
し
た
。

教
育
長
は
、
宇
治
小
へ
の
緊
急
対
策
に

つ
い
て

｢

必
要
な
対
応
は
継
続
す
る｣

と

答
え
ま
し
た
。

水
需
要
予
測
を
見
直
せ
ば

新
た
な
ダ
ム
開
発
は
不
要

府
営
水
道
に
つ
い
て
質
問
。
宇
治
・
木

津
・
乙
訓
浄
水
場
の
供
給
可
能
水
量
は
日

量
十
八
万
ト
ン
、
実
際
の
使
用
水
量
は
一

日
平
均
十
万
五
千
ト
ン
、
七
月
の
最
高
時

で
も
十
一
万
六
千
ト
ン
で
、
六
万
ト
ン
も

余
裕
が
あ
る
。
二
〇
二
〇
年
の
給
水
人
口

予
測
も
約
七
十
万
人
と
し
て
い
る
が
過
大

だ
と
指
摘
。
水
道
料
金
の
値
上
げ
に
直
結

す
る
新
た
な
ダ
ム
計
画

(

天
ケ
瀬
ダ
ム
再

�������������� �
府北部での医師･看護師等の確保､
府立大･学費値上げ凍結､
半鐘山の保全などを要求

光永 敦彦 議員(左京区)

��������

子
ど
も
た
ち
に
安
全
な
学
校
を

ダ
ム
建
設
に
頼
ら
な
い
府
営
水
道
を

前
窪

義
由
紀
議
員(

宇
治
市･

久
御
山
町)



開
発
、
丹
生
ダ
ム
、
大
戸
川
ダ
ム)

か
ら

撤
退
せ
よ
と
要
求
し
ま
し
た
。

ま
た
、
乙
訓
の
府
営
水
道
で
は
、
府
と

二
市
一
町
が
交
わ
し
た
基
本
水
量
の

｢

協

定｣

に
よ
る
過
大
な
水
量
の
押
し
付
け
を

や
め
、
現
実
の
使
用
水
量
に
見
合
っ
た
も

の
に
改
め
る
た
め
、｢

協
定｣

を
い
っ
た

ん
白
紙
に
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

知
事
は
、
水
需
要
予
測
に
つ
い
て

｢

社

会
・
経
済
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
見
直
し

て
い
く｣

と
、
は
じ
め
て

｢

見
直
し｣

の

答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

松
尾
府
議
は
、
ま
ず
農
業
問
題
で
、
今

年
が

｢

国
際
コ
メ
年｣

で
あ
る
こ
と
を
紹

介
。
小
規
模
農
家
の
切
り
捨
て
、
輸
入
拡

大
を
進
め
る
政
府
の

｢

新
し
い
米
政
策｣

は
、
そ
の
理
念
に
反
す
る
と
批
判
。
そ
の

上
で
、
産
地
づ
く
り
交
付
金
の
増
額
や
担

い
手
組
織
と
し
て
の
集
落
営
農
組
織
の
法

人
化
強
制
問
題
な
ど
、
具
体
的
な
問
題
点

に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

Ｃ
型
肝
炎
対
策
で
は
、
血
液
製
剤
や
輸

血
、
予
防
接
種
な
ど
、
Ｃ
型
肝
炎
へ
の
感

染
原
因
が
主
に
医
療
行
為
で
あ
り
、
急
増

し
て
い
る
肝
ガ
ン
の
原
因
の
八
〇
％
が
Ｃ

型
肝
炎
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
。
血
液
製
剤

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ー
ゲ
ン
の
使
用
実
態
の
公
開
、

国
の
責
任
に
よ
る
医
療
体
制
の
整
備
と
、

医
療
費
の
公
費
助
成
を
府
と
し
て
国
に
強

く
求
め
る
べ
き
と
迫
り
、
当
面
、
府
独
自

の
助
成
制
度
の
実
施
を
求
め
ま
し
た
。

保
健
福
祉
部
長
は
、
助
成
制
度
の
実
施

は
拒
否
し
ま
し
た
が
、
肝
炎
治
療
の
専
門

医
療
機
関
の
情
報
提
供
体
制
を
強
化
す
る

と
答
弁
し
ま
し
た
。

ま
た
、
質
問
当
日
に
発
覚
し
た
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
問
題
に
つ
い
て
、
予
定
を
変

更
し
て
緊
急
質
問
。
防
疫
措
置
の
徹
底
と

府
内
全
域
の
養
鶏
農
家
の
緊
急
調
査
の
実

施
な
ど
を
提
案
。
あ
わ
せ
て
、
関
連
事
業

者
へ
の
経
営
支
援
対
策
を
強
く
要
望
し
ま

し
た
。
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昨年９月の代表質問に続き､ 過大な水需要予測に

よる､ ダム計画の見直しを求めました｡ これまで府

は､ ｢ダム計画ありき｣ に固執してきました｡ 今回､ 初めて ｢水需要予測

を見直す｣ との知事答弁があり､ ようやく動き始めたと感じています｡

宇治小学校の児童傷害事件では､ ｢再び繰り返してはならない｣ との思

いで､ 市教委､ 教職員､ 保護者との懇談等を行ってきました｡ 今回の質問

では､ 学校現場の実情や改善すべき課題､ 人的支援の継続等について､ 切

実な声を率直に届け､ 府教委の姿勢を問いました｡

教育長は､ 人的配置について ｢必要な対応は継続する｣ と答弁しました

が､ 新学期に入り､ スクールカウンセラー１人､ 養護教諭１人が配置され

ています｡ 願い実現へ､ これからもがんばります｡ 〈前窪〉

質問を終えて

防
疫
体
制
確
立
、経
営
支
援
に
全
力
を

Ｃ
型
肝
炎
対
策
、コ
メ
対
策
の
改
善
を
要
求

松
尾

孝
議
員(

伏
見
区)

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

今年は国際コメ年｡ 国連は21世紀､ 世界の食料

に占めるコメの大きな役割を重視して国際協力を

呼びかけました｡ ところが､ 日本では小規模農家を切り捨て､ コメ生産

を縮小する ｢新しい米政策｣ がスタート｡ コメ問題､ 稲作農業に対する

知事の認識を問いましたが､ 答弁は､ まことにお粗末でした｡

輸血や血液製剤フィブリノーゲン投与などの医療行為で感染したＣ型

肝炎患者の救済問題でも､ 府の態度は全く冷たいものでした｡

また､ 質問当日早朝に発覚した丹波町の鳥インフルエンザ問題につい

て緊急に質問し､ 防疫・感染拡大防止と養鶏農家の損失補てん､ 鶏肉､

卵の卸・小売､ 飲食店などへの経営支援を強く求めましたが､ これは議

会としての取り組みの先鞭をつけたものと自負しています｡ 〈松尾〉

質問を終えて
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国
の
財
政
負
担
を
地
方
に
転
嫁

す
る｢

三
位
一
体
改
革｣

一
、
予
算
案
で
は
、
地
方
交
付
税
と
臨
時

財
政
対
策
債
合
計
で
三
〇
六
億
円
が
減
額

さ
れ
、
府
内
自
治
体
の
削
減
額
は
、
京
都

市
を
含
め
二
五
五
億
円
に
の
ぼ
る
削
減
と

な
る
。

わ
が
党
は

｢

三
位
一
体
改
革｣
に
つ
い

て

｢

財
政
負
担
を
地
方
に
転
嫁
し
、
国
の

地
方
自
治
体
へ
の
支
出
を
削
減
し
よ
う
と

す
る
も
の｣

と
厳
し
く
批
判
し
、｢

財
源

調
整
、
財
源
保
障
機
能
を
持
つ
地
方
交
付

税
の
充
実
強
化
こ
そ
求
め
ら
れ
る｣

と
指

摘
し
て
き
た
。

知
事
は
、｢

行
財
政
の
改
革
を
先
取
り

し
た｣

と
自
慢
し
た
が
、
こ
れ
は
、
国
の

進
め
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
切
捨
て
を
先
取
り

し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
市
町
村
合
併
に

つ
い
て
も

｢

小
規
模
自
治
体
に
生
き
残
る

道
は
な
い
。
合
併
し
か
な
い｣

と
、
国
と

同
じ
言
い
分
で
合
併
を
強
要
し
て
い
る
。

家
計
・
中
小
企
業
を
応
援
し
て
こ
そ

一
、
一
般
会
計
歳
入
は
、
府
税
収
入
見
込

み
が
前
年
度
比
〇
・
四
％
増
の
二
三
〇
〇

億
円
。
府
税
の
三
一
・
二
％
を
占
め
る
、

法
人
府
民
税
と
法
人
事
業
税
は
〇
・
五
％

増
だ
が
、
個
人
府
民
税
は
一
・
六
％
減
、

個
人
事
業
税
は
四
・
九
％
減
と
な
っ
て
い

る
。府

財
政
の
安
定
の
た
め
に
も
、｢

失
業

者
を
増
や
し
不
安
定
雇
用
を
拡
大
し
て
い

る
大
企
業
の
身
勝
手
な
リ
ス
ト
ラ
・
首
切

り
を
規
制
し
、
雇
用
を
守
る
ル
ー
ル
を
確

立
す
る
こ
と｣

が
急
務
で
あ
り
、
日
本
経

済
の
六
割
を
占
め
る
家
計
と
中
小
企
業
を

応
援
す
る
政
策
に
転
換
し
て
こ
そ
、
府
財

政
も
安
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ム
ダ
な
公
共
事
業
な
ど
を
温
存
し
、

暮
ら
し
、安
心･

安
全
の
予
算
を
削
減

一
、
昨
年
十
月
の

｢

京
都
府
財
政
の
現
状

と
取
り
組
み｣

の
中
で
は
、｢

臨
時
財
政

対
策
債
を
除
け
ば
府
債
発
行
額
は
着
実
に

減
ら
し
て
い
る｣
と
自
慢
し
、
予
算
編
成

方
針
で
は
、
府
債
の
発
行
を

｢

極
力
抑
制

し
、
実
質
的
な
負
債
残
高
の
抑
制
を
図
る｣

と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
予
算
案
で
は
、

臨
時
財
政
対
策
債
が
一
六
〇
億
円
も
減
額

さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
府
債
の

削
減
全
体
で
八
六
億
円
の
抑
制
額
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
不
要
不
急

の
無
駄
な
公
共
事
業
に
、
メ
ス
を
入
れ
ら

れ
て
い
な
い
点
に
あ
る
。

関
空
出
資
金
は
二
倍
と
な
り
、
全
額
起

債
で
あ
て
た
ほ
か
、
市
内
高
速
道
路
出
資

金
、
木
津
川
右
岸
運
動
公
園
、
丹
後
大
規

模
公
園
、
和
田
埠
頭
、
畑
川
ダ
ム
、
学
研

都
市
開
発
な
ど
の
不
要
不
急
の
事
業
が
、

借
金
を
積
み
ま
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

同
和
対
策
と
し
て
、
高
等
学
校
等
奨
学

金
償
還
対
策
事
業
費
な
ど
が
温
存
さ
れ
る

一
方
、
内
部
改
革
・
施
策
の
見
直
し
に
お

い
て
、
二
七
〇
億
円
も
の
削
減
を
提
案
。

｢

民
間
社
会
福
祉
施
設
職
員
の
給
与
対
策

費
や
健
康
検
診
事
業｣

｢

安
心
介
護
の
窓

口｣

運
営
助
成
、｢

児
童
虐
待
防
止
対
策

推
進
事
業｣

｢

低
所
得
者
家
庭
向
け
の
就

職
助
成
金｣

｢

府
営
住
宅
修
繕
環
境
整
備

費｣

な
ど
、
住
民
の
暮
ら
し
、
安
全
・
安

心
に
か
か
わ
る
大
切
な
予
算
が
削
減
さ
れ

て
い
る
。

｢

府
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保｣

と
し

て
、
警
察
官
の
増
員
を
行
う
一
方
、
食
品

衛
生
監
視
員
は
専
任
配
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、

児
童
福
祉
司
の
増
員
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
中
小
企
業
総
合
セ
ン
タ
ー
や
高
等

技
術
専
門
校
で
の
削
減
、
振
興
局
再
編
に

よ
る
大
幅
な
人
員
削
減
が
提
案
さ
れ
て
い

る
。府

民
の
切
実
な
要
求
が
実
現

一
、
こ
う
し
た
中
で
、
府
民
の
粘
り
強
い

運
動
と
日
本
共
産
党
府
議
団
の
奮
闘
で
、

府
民
の
切
実
な
要
求
の
い
く
つ
か
が
実
現

し
た
。

｢

あ
ん
し
ん
借
換
融
資｣

を
年
末
ま
で

延
長
す
る
こ
と
や
、｢

小
規
模
企
業
お
う

え
ん
融
資｣

が
創
設
さ
れ
た
。
わ
が
党
議

員
団
は
、
こ
れ
ま
で
か
ら
マ
ル
小
融
資
に

つ
い
て
は
限
度
額
の
引
き
上
げ
、
新
マ
ル

小
は
納
税
要
件
を
取
り
払
う
こ
と
な
ど
、

中
小
零
細
事
業
者
に
と
っ
て
活
用
で
き
る

も
の
に
す
る
よ
う
繰
り
返
し
求
め
て
き
た
。

｢

子
ど
も
の
た
め
の
京
都
式
少
人
数
教

育
推
進
事
業｣

が
計
上
さ
れ
た
。
こ
れ
ま

で
、
文
部
科
学
省
の
い
い
な
り
に
、
習
熟

度
別
授
業
な
ど
少
人
数
教
育
に
固
執
し
て

き
た
府
教
育
委
員
会
が
、｢

少
人
数
学
級

に
つ
い
て
も
市
町
村
の
判
断
に
よ
り
基
準

を
下
回
る
学
級
編
成
が
可
能｣

と
し
た
こ

と
は
大
き
な
前
進
で
あ
る
。
全
国
的
な
教

育
署
名
大
運
動
と
地
方
議
会
で
の
奮
闘
で
、

国
が
方
針
転
換
を
行
う
な
ど
、
国
民
の
世

論
と
運
動
が
重
い
扉
を
こ
じ
開
け
た
も
の

で
あ
る
。

ま
た
、
臨
時
生
活
関
連
整
備
事
業
が
二

二
億
円
か
ら
三
〇
億
円
に
増
額
さ
れ
、
公

立
学
校
授
業
料
減
免
の
特
例
措
置
の
継
続
、

私
学
の
授
業
料
減
免
制
度
の
改
善
、
若
年

者
就
業
支
援
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
、

在
日
外
国
人
無
年
金
者
へ
の
独
自
措
置
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

二二
〇〇
〇〇
四四
年年
度度
京京
都都
府府
予予
算算
案案
にに
つつ
いい
てて((

団団
長長
談談
話話･･

大大
要要))

二二
〇〇
〇〇
四四
年年
二二
月月
二二
十十
七七
日日
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二
〇
〇
四
年
度
京
都
府
予
算
案
に
つ
い
て(

団
長
談
話･

大
要)

二
〇
〇
四
年
二
月
二
十
七
日

深刻な事態招いた
鳥インフルエンザ感染

被害救済､再発防止へ全力現地の養鶏業者を激励する､ 西山
とき子参院議員ら(２月28日)

ただちに日本共産党京都府委員会対策
本部(本部長＝西山参院議員)を設置

京都食鳥肉販売業生活衛生同業組
合河原昭太郎理事長に実状を聞く
新井､ 原田府議 (３月６日)

農水大臣に経営支援を申し入れる
西山参院議員､松尾府議(３月５日)

国会議員団鳥インフルエンザ対策
本部(本部長＝市田参院議員)が､
家畜伝染病予防法改正案を発表

高田養鶏場を訪問・激励する西山
参院議員､松尾､梅木､加味根府議
ら(３月18日)

高病原性鳥インフルエンザの府内での発生後､ 日本共産党京都府議団は､ 市田忠
義・西山とき子両参議院議員や市町村会議員団と協力し､ 防疫処理の早期完了と､
経営支援､ 再発防止対策の強化に全力をあげています｡

対策本部を設置し､
防疫処理早期完了へ国に支援強化を要請
通報の遅れが二次感染にもつながった今回の事態｡ 防疫措置の早期完了が重要な

課題となりました｡

日本共産党は､ 感染の発覚後ただちに対策本部を設置｡ 数度の現地調査等で事態

の正確な掌握に努めました｡ 府議団として３月１日の府議会全会一致の決議と国へ

の意見書の採択に努力すると共に､ ５日には松尾孝府議団長・西山とき子参議院議

員が農水大臣に対し､ ①万全な防疫実施に国として責任を持つこと ②被害拡大防

止のため､ 鶏の殺処分､ 埋設のための人的応援体制の緊急実施 ③家畜防疫員､ 獣

医の派遣などの緊急要望書を提出｡ これらは､ 同大臣の ｢まん延防止強化策｣ (６

日) に反映されるなど､ 防疫措置の加速に大きな役割を果たしました｡

被害補償と救済融資の改善を提案
｢ヒナの販売がストップ｣､ ｢かしわの売上げが80％もダウン｣ … 関連業者への

影響調査で聞かれた声です｡ 30㎞圏内外､ 業種を問わず被害は深刻です｡

日本共産党は､ 府議会での審議や､ 政府への要望の中でくり返し､ ①30㎞圏外農

家の損失補てん ②流通・飲食など関連業者の被害補てん ③国の衛生環境激変対策

特別融資の早期発動､ セーフティーネット保証実施 ④ ｢府民だより｣ の発行など

風評被害対策の強化など､ 府や国の対策強化を求めました｡

これらの要望は､ 激変対策特別融資の早期発動､ ブロイラーの飼料代増加や価値

減少への補てん､ 制限区域外養鶏農家対象の ｢家畜疾病経営維持資金｣､ 緊急融資

の実施などに反映しました｡

原因究明と再発防止に全力｡
｢法｣改正と家畜保健衛生所などの体制強化を
再発防止のためには､ 発生養鶏場からの通報の遅れの原因と感染経路の究明は欠

かせません｡ 府会議員団は､ 徹底究明に全力あげると共に､ 家畜伝染病などの予防

や緊急時に対応するため､ 家畜保健衛生所などの体制の強化を求めています｡

あわせて､ ｢家畜伝染病予防法｣ の改正が必要です｡ 日本共産党は①家畜所有者

への感染､ 感染の疑いを発見した際の届出義務規定の新設 ②伝染病の ｢可能性を

示す異変｣ を発見した際の通報義務規定の新設 ③移動制限による家畜所有者が受

けた損失の３分の２を国が補てんするなどを盛り込んだ ｢家畜伝染病予防法改正案｣

を発表し､ 実現に全力をあげています｡
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鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
問
題

被
害
の
実
態
に
応
じ
た
補
て
ん･

支
援
策
を

原
田
府
議
は
、
冒
頭
、
関
係
者
や
周
辺
市
町
・
府

職
員
等
の
不
眠
不
休
の
取
り
組
み
に
敬
意
を
表
明
。

あ
わ
せ
て
、
日
本
共
産
党
と
し
て
、
多
く
の
欠
陥
が

明
ら
か
に
な
っ
た

｢

家
畜
伝
染
病
予
防
法｣

の
改
正
、

再
発
防
止
、
被
害
補
償
の
実
現
に
全
力
で
あ
た
る
決

意
を
表
明
し
ま
し
た
。

原
田
府
議
は
、｢

丹
波
地
ど
り｣

の
高
い
飼
育
コ

ス
ト
な
ど
が
、
国
の
損
失
補
て
ん
策
で
は
考
慮
さ
れ

て
い
な
い
点
を
指
摘
。
ま
た
、
移
動
制
限
区
域
外
の

養
鶏
業
者
に
も
多
様
な
被
害
が
あ
る
こ
と
を
中
京
区

の
素
雛
業
者

(

ヒ
ナ
鶏
の
出
荷
業
者)

の
例
で
紹
介
。

｢

災
害｣

と
い
え
る
事
態
で
あ
り
、
よ
く
調
査
し
て

補
て
ん
を
す
べ
き
と
要
求
し
ま
し
た
。

流
通･

小
売
な
ど
関
連
業
者
の
被
害
に
補
償
を

融
資
は
末
端
金
利
ゼ
ロ
に
す
べ
き

｢

京
都
と
い
う
だ
け
で
売
上
げ
が
バ
タ
ッ
と
落
ち

た｣
｢(

緊
急
融
資
を)

借
り
入
れ
し
て
も
返
済
で
き

な
い｣

…
原
田
府
議
は
、
関
連
業
者
か
ら
の
聞
き
取

り
調
査
結
果
を
紹
介
。
風
評
被
害
に
苦
し
む
関
連
業

者
へ
の
損
失
補
て
ん
を
求
め
る
と
と
も
に
、
国
が
実

施
す
る
衛
生
環
境
激
変
対
策
特
別
融
資
や
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
保
証
融
資
へ
の
利
子
補
給
を
府
と
し
て
実
施

し
、
末
端
金
利
ゼ
ロ
を
実
現
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

知
事
は
、｢
移
動
制
限
区
域
内
の
ブ
ラ
ン
ド
卵
や

鶏
肉
の
損
失
補
て
ん
に
つ
い
て
引
き
続
き
国
に
求
め

る｣

な
ど
と
答
弁
し
ま
し
た
。

初めての予算委員会を終えて

３月１日から予算委員会が始まり､ 各部局の予算審議をおこ

なってきました｡ 私は教育委員会､ 土木建築部､ 農林水産部､

人事委員会､ 警察委員会､ 商工部と６つの部局で質問をおこな

いました｡ 印象が強いのは､ 教育委員会と人事委員会での教員・

府職員の超勤問題｡ 直接､ 話を聞いた教員５年目の青年教師の

実態などを前面に改善を迫りました｡

また､ 高病原性鳥インフルエンザ問題は農林水産､商工､総括

質疑で取り上げ､ 制限区域内外の養鶏農家の被害補償と融資支

援で末端金利ゼロ％の実現を要求しました｡ 知事総括質疑の内

容は ｢朝日新聞｣ 京都版にも報道され､切実な要求として反響を

よびました｡ 〈原田〉

質問を終えて

原田 完 議員

(中京区)

府議団から､ 原田完府議と光永敦彦府議が質問に立ちました｡

二
月
定
例
府
議
会
冒
頭
に
選
出
さ
れ
た
予
算

特
別
委
員
に
よ
り
、
二
〇
〇
四
年
度
京
都
府
一

般
会
計
な
ど
の
予
算
案
と
男
女
共
同
参
画
推
進

条
例
案
な
ど
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
か
ら
は
、
次
の
六
名
が
予
算
委

員
と
な
り
ま
し
た
。

新
井

進

島
田
敬
子

光
永
敦
彦

(

幹
事)

原
田

完

山
内
佳
子

久
守
一
敏

▼
就
職
助
成
金
や
子
育
て
テ
レ
フ
ォ
ン

事
業
も
冷
た
く
廃
止
へ

一
般
会
計
予
算
案
で
は
、｢

財
政
健
全
化｣

の
名
で
、
安
心
介
護
の
窓
口
運
営
助
成
や
高
齢

者
介
護
予
防
事
業
の
縮
減
な
ど
、
一
七
一
も
の

事
業
の
廃
止
・
縮
小
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
審
議
を
通
じ
、
府
民
の
営

業
と
生
活
に
与
え
る
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
一
七
一
件
の
他
に
も
、
低
所
得
者

の
就
職
助
成
金
や｢

子
育
て
テ
レ
フ
ォ
ン
事
業｣

の
年
度
途
中
の
廃
止
な
ど
が
隠
さ
れ
て
い
る
と

批
判
。
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

▼
舞
鶴
港
和
田
埠
頭

14
ｍ
大
水
深
バ
ー
ス
の
根
拠
崩
れ
る

五
万
ト
ン
級
の
コ
ン
テ
ナ
船
の
た
め
に
水
深

十
四
ｍ
が
必
要
だ
と
、
五
百
億
円
も
の
巨
費
を

投
入
す
る
舞
鶴
港
和
田
埠
頭
。

過
大
な
見
込
み
と
の
指
摘
に
対
し
、
理
事
者

は
、｢

五
万
ト
ン
級
の
船
が
四
千
個
の
コ
ン
テ

ナ
を
満
載
し
て
入
る
と
い
う
認
識
は
し
て
い
な

い｣

と
答
弁
。
建
設
の
根
拠
が
崩
れ
ま
し
た
。

予予
算算
特特
別別
委委
員員
会会
審審
議議
かか
らら
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高
齢
者
の
高
額
医
療
費
の｢

償
還
払
い｣

｢

受
領
委
任
払
い｣

方
式
を
京
都
で
も
実
施
せ
よ

高
齢
者
の
高
額
医
療
費
の
償
還
分
の
う
ち
、
京
都

府
内
で
三
万
六
九
五
一
件
、
二
億
一
三
〇
〇
万
円
が

戻
っ
て
い
ま
せ
ん
。

光
永
府
議
は
、
事
前
申
請
や
郵
便
局
へ
の
払
い
込

み
な
ど
の
改
善
を
求
め
る
と
と
も
に
、
新
潟
県
で
実

施
さ
れ
て
い
る
事
例
も
紹
介
し
、
限
度
額
を
超
え
る

分
を
窓
口
で
払
わ
な
く
て
も
よ
い｢

受
領
委
任
払
い｣

を
京
都
府
で
も
実
施
せ
よ
と
要
求
し
ま
し
た
。

知
事
は
、
未
償
還
を

｢

額
的
に
は
多
い
と
感
じ
て

い
る｣
と
し
な
が
ら
も
、｢

受
領
委
任
払
い｣

は｢

国

の
中
で
総
合
的
に
検
討
さ
れ
る
べ
き｣

だ
と
答
弁
。

光
永
府
議
は
、
府
と
し
て
の
実
施
を
検
討
す
る
よ

う
強
く
求
め
ま
し
た
。

合
併
の
強
制
を
や
め
、自
治
体
ら
し
い

自
治
体
づ
く
り
に
力
を
つ
く
せ

ま
た
、
光
永
府
議
は
、
市
町
村
合
併
と
小
規
模
自

治
体
へ
の
支
援
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

宮
津
・
与
謝
一
市
四
町
の
法
定
合
併
協
議
会
は
、

協
議
が
整
わ
ず
、｢

解
散
の
流
れ｣

と
な
っ
て
い
ま

す
。と

こ
ろ
が
京
都
府
は
、
一
市
四
町
の
枠
組
み
を
な

ん
と
し
て
も
強
制
し
よ
う
と
、
二
月
十
八
日
の
合
併

協
議
会
が
不
調
に
終
わ
っ
た
直
後
に

｢

調
整｣

と
称

し
て
関
係
市
町
に
説
得
に
回
っ
た
こ
と
、
京
都
府
の

市
町
村
行
政
改
革
支
援
委
員
会
が
、
事
実
上
、
合
併

を
強
制
す
る
た
め
の
道
具
と
な
っ
て
い
る
事
実
を
指

摘
し
、
こ
れ
で

｢

強
制
し
て
い
な
い｣

と
言
え
る
の

か
と
、
知
事
の
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
た
い
し
、
知
事
は
、｢

合
併
協
議
会
か
ら

助
言
を
求
め
ら
れ
た
か
ら
、
助
け
る
の
は
当
た
り
前｣

と
の
答
弁
に
終
始
。
光
永
府
議
は
、｢

合
併
の
強
制

を
や
め
て
、
自
治
体
ら
し
い
自
治
体
づ
く
り
に
力
を

つ
く
せ｣

と
強
く
求
め
ま
し
た
。

光永 敦彦 議員

(左京区)

３月22日､ 予算特別委員会の知事総括質疑では､ 日本共産党

長かった予算議会が終わりました｡

議会中に鳥インフルエンザ問題が発

生し､ 翌日現地に急行､ その後申し入れなど激動の中での

議会でした｡ 私の出身地・瑞穂町の隣の丹波町だけに､ いっ

そう心が痛みました｡ 事態終息のために奮闘されたみなさ

んに敬意を表します｡

また今議会で､ 私は予算特別委員会幹事として他会派と

運営の協議をしながら､ 本会議での一般質問､ さらに知事

総括質疑に立ちました｡ 総括質疑は一問一答方式のため､

どんな答弁が飛び出すか､ 緊張の連続です｡ テレビを見た

方から ｢本当にひどいヤジの中で､ よくやってくれたよ｣

との声に､ 正直励まされました｡

でも､ ホッとしている間はありません｡ 住民の暮らしを

守るために､ 参議院選挙勝利に全力です｡ 〈光永〉

質問を終えて

▼
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
を
要
求

審
議
の
中
で
、
各
会
派
が
派
遣
労
働
な
ど
の

不
安
定
雇
用
の
増
大
問
題
の
深
刻
さ
を
指
摘
。

日
本
共
産
党
は
、
京
都
府
の
雇
用
対
策
の
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
四
万
一
千
人
の
目
標
も
臨
時

の
雇
用
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
指
摘
。
企
業
の

社
会
的
責
任
を
明
ら
か
に
し
、
正
規
雇
用
労
働

者
を
増
や
す
こ
と
に
力
を
尽
く
す
べ
き
だ
と
求

め
ま
し
た
。

ま
た
、｢

緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
交
付
金

事
業｣

の
継
続
を
国
に
求
め
よ
と
指
摘
し
ま
し

た
。

▼
資
生
堂
の
企
業
撤
退
に

無
責
任
な
態
度

舞
鶴
市
に
あ
る
資
生
堂
舞
鶴
工
場
の
撤
退
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
が
、
商
工
部
長
は
、

｢

一
般
的
に
言
え
ば
起
こ
り
得
る
と
思
う｣

と

無
責
任
な
答
弁
。

日
本
共
産
党
は
、常
任
委
員
会
で
、｢

府
の
助

成
を
受
け
た
企
業
の
一
方
的
な
撤
退
は
問
題｣

｢

事
前
協
議
の
義
務
化
を｣

と
求
め
ま
し
た
。

▼
産
廃
税
条
例

目
的
達
成
へ
一
層
の

改
善
検
討
を
求
め
る

京
都
府
産
業
廃
棄
物
税
条
例
の
審
議
で
は
、

京
都
市
の
焼
却
場
で
の
あ
わ
せ
焼
却

(

一
般
廃

棄
物
と
あ
わ
せ
た
焼
却)

分
や
他
府
県
で
の
処

分
に
つ
い
て
条
例
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
、
最

終
処
分
場
で
賦
課
す
る
特
別
徴
収
方
式
で
は
排

出
業
者
へ
の
動
機
づ
け
が
弱
い
こ
と
を
指
摘
。

さ
ら
に
、
小
規
模
事
業
所
へ
の
発
生
抑
制
や
リ

サ
イ
ク
ル
へ
の
技
術
指
導
と
援
助
を
求
め
、
条

例
の
目
的
の
達
成
の
た
め
、
今
後
必
要
な
検
討

を
す
べ
き
だ
と
求
め
ま
し
た
。



二
月
定
例
府
議
会
最
終
本
会
議
に
は
、
日
本

共
産
党
議
員
団
提
案
の

｢

有
事
法
制
関
連
七
法

案
等
の
廃
案
を
求
め
る
意
見
書
案｣

｢

地
方
交

付
税
等
の
削
減
に
反
対
し
、
維
持
・
充
実
を
求

め
る
意
見
書
案｣

、
民
主
・
府
民
連
合
提
案
の

｢

基
礎
年
金
の
国
庫
負
担
割
合
の
二
分
の
一
へ

の
早
急
な
引
き
上
げ
と
抜
本
改
革
の
実
現
を
求

め
る
意
見
書
案｣

、
与
党
四
会
派
提
案
の

｢『

配

偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護

に
関
す
る
法
律』

の
改
正
を
求
め
る
意
見
書
案｣

｢

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
継
続
・
充

実
に
関
す
る
意
見
書
案｣

｢

六
十
五
歳
ま
で
働

け
る
雇
用
環
境
の
整
備
を
求
め
る
意
見
書
案｣

｢

犯
罪
被
害
者
の
権
利
と
被
害
回
復
制
度
の
確

立
を
求
め
る
意
見
書
案｣
｢

分
権
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
地
方
財
政
対
策
を
求
め
る
意
見
書
案｣

の
八
意
見
書
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。(

採
決

の
結
果
は
、
12
ペ
ー
ジ
の
一
覧
表
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。)

西
脇
府
議
は
、
有
事
法
制
関
連
七
法
案
は
、

米
国
の
海
外
で
の
戦
争
に
自
衛
隊
が
武
力
行
使

を
も
っ
て
参
戦
し
、
国
民
を
罰
則
付
き
で
強
制

動
員
す
る
体
制
の
具
体
化
を
は
か
る
も
の
と
指

摘
し
、｢

憲
法
を
守
り
、
日
本
と
ア
ジ
ア
の
国
々

を
再
び
戦
争
に
巻
き
込
む
な｣

と
主
張
し
ま
し

た
。ま

た
、
今
国
会
に
提
案
さ
れ
て
い
る
年
金
改

革
法
案
に
つ
い
て
、
保
険
料
を
値
上
げ
し
、
マ

ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
導
入
で
年
金
の
給
付
水

準
を
実
質
一
五
％
も
自
動
的
に
引
き
下
げ
る
も

の
と
批
判
。
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
と
信
頼
の

も
て
る
年
金
制
度
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
消

費
税
に
頼
る
こ
と
な
く
基
礎
年
金
の
国
庫
負
担

割
合
を
二
分
の
一
に
早
急
に
引
き
上
げ
る
と
と

も
に
、
一
七
〇
兆
円
に
の
ぼ
る
積
立
金
の
積
極

的
活
用
を
は
か
る
こ
と
が
必
要
だ
と
主
張
し
ま

し
た
。

�������������� ��

総務常任委員会で､ 有事関連７法案について質問｡ 米

軍支援法案によって､ 知事が管理する舞鶴港の港湾施設

が米軍に優先使用され､ 施設使用許可の取り消しや民間

船舶の移動が強制されることをあげ､ 地方自治を侵害す

る法案ではないか､ 国に意見を言うべきと追及しました｡

総務部長は､ ｢法案を見ていない｣ としながら､ ｢武力

攻撃事態に対応するもの｣ と小泉内閣に追随する姿勢で

した｡ 私は､ 地方自治を守る姿勢が微塵もないと感じま

した｡

少子高齢社会・青少年対策特別委員会では､ 児童虐待

の問題について質問しました｡ 府は ｢一般的な子育て相

談が多い｣ として宇治児

童相談所での電話相談を

９月末で廃止すると表明｡

私は､ 児童虐待が急増

し､ 児童相談所の役割が

ますます高まっており､

これに逆行するものと指

摘し､ 再検討するよう強

く求めました｡
鳥インフルエンザ問題で
丹波町の現地を調査

�����������������
加味根 史朗 (右京区)

２月議会は予算委員として一日おきに質問に立ち､ ま

た警察常任委員会､ 環境防災対策特別委員会とフル回転

の１ヵ月半でした｡ また､ 男女共同参画推進条例案がやっ

と提案され､ わが党議員団は修正案を提案して府の条例

案をよりよいものにする立場で奮闘しました｡

府の条例案については､ 本会議質問や予算委員会で与

党の議員からも ｢国の基本法から後退しているのではな

いか｣ と指摘があり､ こうした意見をふまえ､ 与党も賛

成できる内容で苦情処理の第三者機関の設置を含む修正

案を提案しましたが､ 自民・新政の委員も､ また本会議

や委員会の中で盛んに発言していた公明・民主の各委員

までもが全員反対｡ 修正

案は残念ながら採択され

ませんでした｡

今後､ 労働組合や住民

のみなさんの運動で､ 条

例を生かし､ よりよいも

のにしていくためにとも

にがんばります｡

３月20日ピースウオークに参加

����������������������
山内 佳子 (南区)

有事法制関連７法案や年金改悪法案などに

府民の不安と関心が大きく集まっています｡

アメリカいいなりに日本を戦争に参加させようとする動きが本格

化し､ また､ 老後の唯一の支えとなる年金も負担増と給付削減で最

低生活も送れなくなるかもしれないという大変な時を迎えています｡

だからこそ府民の声にしっかりと耳を傾け､ 党派を超えて､ 一致

できるところで共に声をあげることこそ必要であり､ それは多くの

府民の皆さんのなによりの願いであるはずです｡

残念ながら､ わが党提案の意見書や修正案は ｢共産党提案だから｣

ということで簡単に否決されてしまいました｡ このことは府民にしっ

かりと報告しなければ！ 〈西脇〉

討論を終えて

西脇 郁子 議員

(下京区)

意

見

書

討

論



島
田
府
議
は
、｢

三
位
一
体
改
革｣
の
名
に

よ
る
地
方
交
付
税
な
ど
三
〇
〇
億
円
余
の
削
減

が
予
算
編
成
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
中
、
今

こ
そ
、
自
治
体
関
係
者
が
力
を
合
わ
せ
る
べ
き

と
主
張
し
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、
二
〇
〇
四
年
度
一
般
会
計
予
算

案
に
反
対
で
あ
る
と
し
て
、
第
一
に
、
医
療
機

関
へ
の
運
営
補
助
削
減
、
低
所
得
者
の
就
職
助

成
金
廃
止
、
安
心
子
育
て
テ
レ
フ
ォ
ン
事
業
の

廃
止
な
ど
、
命
と
健
康
、
子
育
て
支
援
に
関
わ

る
問
題
で
、
府
民
の
切
実
な
願
い
に
冷
た
く
背

を
向
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
子
ど
も
の
医

療
費
助
成

(

通
院)

の
拡
充
、高
校
通
学
費
助
成

や
私
学
の
授
業
料
直
接
助
成
の
拡
充
な
ど
を
求

め
ま
し
た
。

第
二
に
、
府
民
の
期
待
に
応
え
る
不
況
・
雇

用
対
策
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
し
て
、
企
業
の

社
会
的
責
任
を
明
ら
か
に
し
て
正
規
雇
用
労
働

者
を
増
や
す
対
策
や
リ
ス
ト
ラ
規
制
、
伝
統
・

地
場
産
業
や
中
小
企
業
の
支
援
、
住
宅
改
修
助

成
制
度
の
実
現
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

第
三
に
、
府
財
政
が
厳
し
い
も
と
で
も
、
不

要
不
急
の
大
型
開
発
事
業
を
続
け
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
、
学
研
都
市
開
発
や
丹
後
大
規
模
公

園
、
京
都
市
内
高
速
道
路
計
画
な
ど
の
見
直
し

を
求
め
ま
し
た
。

第
四
に
、
宮
津
・
与
謝
一
市
四
町
の
合
併
問

題
で
、
府
が
あ
く
ま
で
一
市
四
町
の
枠
組
み
を

維
持
す
る
た
め
、｢

調
整｣
の
名
で
地
元
自
治

体
に
働
き
か
け
る
な
ど
、
合
併
を
強
制
し
て
い

る
こ
と
を
厳
し
く
指
摘
し
ま
し
た
。

島
田
府
議
は
、
多
大
な
工
事
費
が
か
か
り
時

間
を
要
す
る

｢

い
ろ
は
呑
竜
計
画｣

は
、
河
川

改
修
と
小
規
模
貯
留
管
の
整
備
で
対
応
す
べ
き

と
要
求
。
舞
鶴
和
田
埠
頭
建
設
は
、
全
く
不
要

な
事
業
で
あ
り
、
舞
鶴
の
高
潮
対
策
こ
そ
急
ぐ

べ
き
だ
と
主
張
。
乙
訓
府
営
水
道
に
か
か
わ
る

予
算
・
条
例
に
つ
い
て
、
過
大
な
水
需
要
予
測

で
す
す
め
ら
れ
た
浄
水
場
建
設
の
負
担
を
府
民

に
お
し
つ
け
る
も
の
で
あ
り
、
基
本
水
量

｢

協

定｣

を
白
紙
に
戻
せ
と
求
め
ま
し
た
。
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建設常任委員会で､ 府が城陽市に計画していたサッカー

スタジアムの建設中止が報告された｡

当初､ 2002年開催のサッカーＷ杯の誘致のために4.3

万人規模の巨大スタジアムが計画されたが､ Ｗ杯会場に

選ばれず､ 98年に３万人規模に計画が縮小された｡

私は98年６月議会で､ 300億円をかけて建設された富

山県の３万人規模のサッカー競技場 (兼陸上競技場) が

｢施設の維持管理費は人件費を除いて２億円､ 使用料収

入は年間2000万円､ 使用料が高くて一般市民は利用でき

ない｡ 府民が利用しやすい運動施設に計画変更すべき｣

と提案した｡

今回 ｢検討委員会｣ の

見直し理由に､ ｢中心市

街地から遠い｣ ｢全国ど

このスタジアムも大幅赤

字｣ とあるが､ 前から分

かっていたことである｡

他に見直すべき事業はた

くさんある｡

鴨川での市民集会に参加

����������������������
梅木 紀秀 (左京区)

小泉内閣が進める ｢三位一体改革｣
の名による地方自治体切り捨てに関係

者の怒りが広がる中での議会でした｡ 地方交付税の一方的削
減などが府財政を直撃し､ 知事も ｢地方に痛みを押し付ける
だけ｣ と批判しましたが､ その実､ 国と同様のやりかたで市
町村への支援の予算をばっさり削減しているのが知事です｡
その一方で､ 丹後大規模公園､ 木津川右岸運動公園､ 学研
都市､ 舞鶴和田埠頭などの当初計画が破綻している大型開発
をなお続けようとしています｡
｢改革派知事｣は､ 結局 ｢痛み押し付け｣ の小泉政治と瓜二
つです｡ 住民の福祉向上第一でがんばる自治体らしい自治体
を取り戻すために引き続きがんばります｡ 〈島田〉

討論を終えて

企画環境部では､ 循環型社会の確立で産業廃棄物の排

出抑制計画を持つなど総量抑制を求め､ 府民や事業者が

安心できるシステムづくりを迫る｡

府民労働部では､ 青年の労働実態を示して権利の保護

と雇用の確保を求め､ 地労委労働者委員の公平な選任を

求める｡

商工部では､ 中小企業向け発注に目標を持った計画的

な実行を求め､ 住宅改修助成制度は地域活性化に寄与す

ると指摘｡ 中小企業の参入機会の拡大で､ 登録制度を創

設し､ 零細業者にも仕事を保障せよと迫る｡

土木建築部では､ 市街

化調整区域の開発につい

て､ 無秩序な虫食い状態

の市街化拡大の防止を求

める｡

また､ 府営住宅の空き

家活用と土木事務所の統

廃合による住民負担の軽

減などを迫る｡

�������������������������
久守 一敏 (伏見区)

住民の願いが一歩前進｡ 鴨川の
不法占拠に府が立ち入り調査

島田 敬子 議員

(右京区)

議

案

討

論
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2月定例府議会に提出された､請願､意見書案､決議案

意見書・決議案名 提出者名 採決結果 共
産
自
民
民
主
公
明
新
政

高病原性鳥インフルエンザ対策に関する決議案 全会派 可決 ○ ○ ○ ○ ○
高病原性鳥インフルエンザ対策を求める意見書案 全会派 可決 ○ ○ ○ ○ ○
｢配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律｣の改正を求める意見書案 自民・民主・公明・新政 可決 ○ ○ ○ ○ ○
65歳まで働ける雇用環境の整備を求める意見書案 自民・民主・公明・新政 可決 ○ ○ ○ ○ ○
中山間地域等直接支払制度の継続・充実に関する意見書案 自民・民主・公明・新政 可決 ○ ○ ○ ○ ○
犯罪被害者の権利と被害回復制度の確立を求める意見書案 自民・民主・公明・新政 可決 ○ ○ ○ ○ ○
分権時代にふさわしい地方財政対策を求める意見書案 自民・民主・公明・新政 可決 ○ ○ ○ ○ ○
地方交付税等の削減に反対し､ 維持・拡充を求める意見書案 共産 否決 ○ × × × ×
有事法制関連７法案等の廃案を求める意見書案 共産 否決 ○ × × × ×
基礎年金の国庫負担割合の２分の１への早急な引き上げと抜本改革の実現を求める
意見書案 民主 否決 ○ × ○ × ×

請願名 請願者名 紹介議員
会 派

審査
結果

共
産
自
民
民
主
公
明
新
政

中山間地域等直接支払制度の継続・充実に関する請願書 京都府農業会議 自民･民主･
公明･新政 採択 ○ ○ ○ ○ ○

基礎年金の国庫負担割合２分の１への早急引き上げと抜本改
革の実現を求める請願書 日本労働組合総連合会京都府連合会 民主 不採択 ○ × ○ × ×

年金改悪に関する請願書 全日本年金者組合京都府本部 共産 不採択 ○ × × × ×

条
例
制
定
ま
で
の
と
り
く
み

わ
が
党
議
員
団
は
、
Ｄ
Ｖ
防
止
と
被
害
者
保

護
の
申
入
れ
な
ど
と
と
も
に
、
男
女
平
等
条
例

の
制
定
を
府
民
参
加
で
進
め
る
よ
う
一
貫
し
て

求
め
て
き
ま
し
た
が
、
府
議
会
で
も
、
自
民
党

を
先
頭
に
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ

(

男
女
平
等
の
運

動
を
敵
視
し
、
古
い
家
族
制
度
の
復
活
な
ど
を

求
め
る
攻
撃)

が
あ
り
、
条
例
制
定
を
遅
ら
せ

て
き
ま
し
た
。

党
独
自
の
条
例
提
案
で
制
定
を
促
進

昨
年
八
月
に
、
党
議
員
団
と
し
て

｢

京
都
府

男
女
平
等
条
例
案｣

を
発
表
。
条
例
案
は
、
実

質
的
な
平
等
の
確
保
を
め
ざ
し
、｢

事
業
者
責

任
の
明
確
化｣

｢

男
女
平
等
推
進
の
た
め
の
財

政
上
の
措
置｣

｢

第
三
者
に
よ
る
苦
情
処
理
機

関
の
設
置｣

な
ど
を
盛
り
込
み
、
一
〇
〇
〇
を

越
え
る
団
体
や
関
係
者
に
届
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
党
議
員
団
は
、
法
律
の
専
門
家
や

幅
広
い
団
体
、
労
働
者
や
学
生
、
事
業
者
な
ど

か
ら
ご
意
見
を
伺
い
、
懇
談
す
る
な
か
で
、
条

例
を
真
に
実
効
性
あ
る
も
の
に
ね
り
あ
げ
、
速

や
か
に
条
例
制
定
が
求
め
ら
れ
る
と
の
立
場
か

ら
、｢

京
都
府
男
女
平
等
条
例｣

を
九
月
議
会

に
提
出
。
多
く
の
府
民
、
関
係
者
の
期
待
と
、

マ
ス
コ
ミ
が
注
目
す
る
な
か
で
審
議
さ
れ
ま
し

た
。し

か
し
与
党
会
派
は
、
ま
と
も
な
理
由
も
示

さ
な
い
ま
ま
否
決
。
公
明
党
は

｢

事
業
者
責
任

が
厳
し
す
ぎ
る｣

な
ど
と
発
言
し
、府
民
の
立
場

に
立
た
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

や
っ
と
京
都
府
が
条
例
制
定
へ

多
く
の
府
民
か
ら
一
日
も
早
い
条
例
制
定
が

待
た
れ
る
な
か
、
昨
年
十
二
月
に
府
は

｢

男
女

共
同
参
画
推
進
条
例｣

の
骨
子
を
発
表
。
党
議

員
団
は
、
積
極
的
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
、

府
民
へ
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

二
月
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
府
の
条
例
は
、

党
提
案
の
条
例
と
比
較
す
る
と
、
不
十
分
な
点

が
あ
り
、
党
議
員
団
は
、
予
算
委
員
会
で
、

｢

職
場
で
の
男
女
の
均
等
な
待
遇
の
確
保｣

や

他
府
県
で
も
実
効
を
あ
げ
て
い
る

｢

苦
情
処
理

の
た
め
の
第
三
者
機
関
の
設
置｣

を
求
め
る
な

ど
奮
闘
し
ま
し
た
。

実
効
性
あ
る
条
例
め
ざ
し
修
正
案
提
出

自
民
党
は

｢(

い
じ
め
や
不
登
校
、
家
庭
崩

壊
な
ど
の)

社
会
現
象
の
解
決
は
条
例
の
形
で

片
付
く
の
か｣

と
発
言
。
一
方
、
公
明
議
員
か

ら
は

｢
男
ら
し
さ
女
ら
し
さ｣

や
家
族
の
あ
り

方
の
固
定
的
表
現
と
疑
わ
れ
る
部
分
へ
の
疑
問

も
出
さ
れ
ま
し
た
。

わ
が
党
は
、
そ
の
部
分
を
削
除
し
、
最
小
限

一
致
で
き
る
項
目
で
修
正
案
を
提
案
し
ま
し
た

が
、
他
会
派
は
、
採
決
で
反
対
だ
け
す
る
と
い

う
無
責
任
な
態
度
を
と
り
ま
し
た
。

真
に
男
女
平
等
の
社
会
実
現
へ

条
例
は
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
今

後
、
そ
の
実
効
性
が
問
わ
れ
ま
す
。

党
議
員
団
は
引
き
続
き
、
真
に
男
女
平
等
の

社
会
実
現
へ
、
全
力
を
あ
げ
て
い
き
ま
す
。
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